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３．緩和ケアにおける食事の工夫とNSTのかかわり
中里 郁美，? 岡村 郭美，? 内田有美子?
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野田 大地，?佐藤 尚文，?横川 新二?
津金澤理恵子，?磯田 美深，?片平 葉月?
新井 聡 ?
（１ 公立富岡総合病院緩和ケアチーム／
外科）
（２ 同 緩和心療内科）
（３ 同 緩和ケアチーム専従看護師）
（４ 同 臨床心理士）
（５ 同 MSW）
近年緩和ケアの啓蒙,普及は進んでいる.特に 2006年
のがん対策基本法は大きな役割を果たしてきた.しかし,
その一方で “緩和ケア＝がんの緩和ケア”といったイ
メージを作ってしまいがん以外の疾患に対する緩和ケア
は大きく後れを取っている現状がある.
一般的に非がん疾患の自然経過はがんによる自然経過
とはとても異なっている.慢性疾患を基礎とする疾患で
は長期に渡り,緩快と増悪を不規則に繰り返しがんに比
べてゆっくりとした経過で最期を迎えることが多い. ま
た, 老化による生理機能低下が基礎となっている疾患
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